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一
、
朝
鮮
に
お
け
る
辞
賦
文
学
の
受
容

本
稿
が
取
り
あ
げ
る
『
東
文
選
』
は
、
所
謂
「
中
国
文
学
」
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
耳
慣
れ
な
い
書
物
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

は
「
域
外
漢
籍
」
と
呼
ば
れ
る
文
献
の
一
つ
で
あ
り
、
十
五
世
紀
の
李
氏
朝
鮮
王
朝
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

従
来
こ
れ
が
中
国
学
の
範
疇
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
実
は
『
文
選
』
や
『
唐
文
粋
』

と
い
っ
た
中
国
の
歴
代
総
集
に
範
を
取
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
文
学
と
の
関
係
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
該
書
の
検
討

を
通
じ
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
の
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
朝
鮮
と
中
国
文
学
と
の
関
わ
り
に
鑑
み
た
場
合
、
特
定
の
人
物
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
実
際
に
中
国
に
滞
在
し

た
こ
と
の
あ
る
文
人
に
対
す
る
研
究
が
中
心
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
１
）。
そ
の
た
め
か
、
朝
鮮
で
創
作
さ
れ
た
作
品
や
編
ま
れ
た
文
献

に
見
え
る
各
文
体
の
中
朝
間
で
の
相
違
が
、
中
国
学
の
研
究
対
象
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
は
比
較
的
稀
で
あ
っ
た
。
本
編
が
扱
う
『
東
文

選
』
も
ま
さ
し
く
朝
鮮
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
が
中
国
そ
の
も
の
と
関
わ
り
を
持
つ
訳
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
文
学
史
の
中
で
の
『
東
文
選
』
及
び
辞
賦
文
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
高
麗
時
期

の
賦
に
つ
い
て
、
高
麗
王
朝
下
で
実
施
さ
れ
た
科
挙
で
賦
が
課
題
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
麗
王
朝
期
の
文
人
は
賦
を
熟
知
し
て
い
た

と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
現
存
す
る
作
品
数
は
少
な
い
も
の
の
、
そ
の
文
学
的
価
値
は
高
い
と
評
価
す
る（
２
）。
し
か
し
、
こ
こ
で
留
意

す
べ
き
は
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
中
で
挙
げ
ら
れ
る
賦
作
品
の
殆
ど
が
、
実
際
に
は
『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
作
品
で
占
め
ら
れ
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て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
高
麗
王
朝
期
の
賦
の
実
作
状
況
が
こ
れ
よ
り
時
代
の
降
る
『
東
文
選
』
に
よ
っ
て
か
ら

し
か
窺
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
東
文
選
』
が
持
つ
資
料
価
値
は
高
い
と
言
え
る
。

以
上
の
評
価
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
と
し
て
、
高
麗
時
期
の
賦
は
科
挙
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
文
人
ら
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
た
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
国
文
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
所
謂
「
律
賦
」
に
該
当
す
る
作
品
が
実
際
に
は
相
当
数
創
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
次

に
、『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
作
品
に
依
拠
し
て
主
張
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
東
文
選
』
編
纂
以
前
の
評
価
す
べ
き
辞
賦
作
品
が

他
の
文
献
中
に
は
さ
ほ
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

従
来
、
中
国
文
学
史
に
お
い
て
「
律
賦
」
と
は
科
挙
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
に
文
学
的
価
値
は
さ
ほ
ど
見
出
さ
れ
な

い
。
な
ら
ば
、
朝
鮮
で
創
作
さ
れ
た
賦
作
品
に
対
す
る
価
値
に
も
一
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
従
来
朝
鮮
文
学
史

の
中
で
辞
賦
作
品
を
評
価
す
る
際
に
利
用
さ
れ
る
『
東
文
選
』
所
収
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
主
題
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
に
は
、

中
国
文
学
と
比
較
し
て
の
朝
鮮
文
学
の
価
値
を
見
定
め
る
こ
と
が
可
能
な
点
で
、
十
分
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
『
東
文
選
』
を
俎
上
に
挙
げ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
六
朝
時
期
以
前
の
辞
賦
文
学
、
と
り
わ
け

西
晋
の
左
思
「
三
都
賦
」（『
文
選
』
巻
四
～
六
）
研
究
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
こ
れ
と
同
題
の
作
品
が
『
東
文
選
』
に
収

め
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
が
、
そ
も
そ
も
中
国
文
学
の
枠
組
の
中
で
該
書
を
扱
う
研
究
を
国
内
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
中
国
に
お
い
て
も
近
年
徐
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り（
３
）、
謂
わ
ば
研
究
の
萌
芽
期
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
ひ

と
ま
ず
『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
「
辞
・
賦
」
類
に
分
類
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
情
報
や
大
凡
の
収
録
内
容
の
傾
向
を

示
す
こ
と
で
、
今
後
の
『
東
文
選
』
研
究
に
取
り
組
む
上
で
の
基
礎
と
し
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

二
、『
東
文
選
』
に
つ
い
て

本
稿
が
取
り
上
げ
る
『
東
文
選
』
一
百
三
十
巻
は
、
李
氏
朝
鮮
時
期
の
成
宗
九
年
（
明
成
化
十
四
年
、
一
四
七
八
）
に
編
纂
さ
れ
た

朝
鮮
を
代
表
す
る
総
集
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
者
に
は
、
廬
思
慎
や
姜
希
孟
ら
二
十
三
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
徐
居
正
が
主
導
し
た

と
さ
れ
る
。
該
書
の
作
品
配
列
は
、
編
纂
時
に
徐
居
正
ら
が
一
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り（
４
）、
実
際
に
は
中
国
で
編
纂

『
東
文
選
』
所
収
の
辞
賦
類
作
品
に
つ
い
て

77



さ
れ
た
歴
代
総
集
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
徐
居
正
に
よ
る
『
東
文
選
』
序
文
の
中
に
確
認
す
る
事
が
で
き
る
。

是
以
代
各
有
文
、
而
文
各
有
體
。
讀
典
謨
、
知
唐
虞
之
文
。
讀
訓
誥
誓
命
、
知
三
代
之
文
。
秦
而
漢
、
漢
而
魏
晉
、
魏
晉
而
隋
唐
、

隋
唐
而
宋
元
。
論
其
世
、
考
其
文
、
則
以
『
文
選
』『
文
粹
』『
文
鑑
』『
文
類
』
諸
編
、
而
亦
槩
論
後
世
文
運
之
上
下
者
矣
。

 
 

是
を
以
て
代
よ
各
の
文
有
り
、
而
し
て
文
各
の
体
有
り
。
典
謨
を
読
み
て
、
唐
虞
の
文
を
知
る
。
訓
誥
誓
命
を
読
み
て
、
三
代

の
文
を
知
る
。
秦
よ
り
漢
、
漢
よ
り
魏
晋
、
魏
晋
よ
り
隋
唐
、
隋
唐
よ
り
宋
元
。
其
の
世
を
論
じ
、
其
の
文
を
考
ふ
れ
ば
、
則

ち
『
文
選
』『
文
粹
』『
文
鑑
』『
文
類
』
諸
編
を
以
て
し
、
而
し
て
亦
た
槩お
よ

そ
後
世
の
文
運
の
上
下
を
論
ず
る
者
な
り
。

こ
の
中
で
徐
居
正
は
、
各
時
代
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
乃
至
文
体
を
持
つ
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
考
す
る
際
に
参
照
す

べ
き
書
物
を
列
挙
す
る
。
す
な
わ
ち
六
朝
以
前
は
『
文
選
』、
唐
代
は
『
唐
文
粋
』、
宋
代
は
『
宋
文
鑑
』、
元
代
は
『
国
朝
文
類
（
元
文

類
）』
と
い
っ
た
、
中
国
の
各
時
代
の
総
集
で
あ
る
。
事
実
、『
東
文
選
』
の
文
体
の
配
列
は
、
こ
れ
ら
の
総
集
の
配
列
を
適
宜
参
考
と

し
な
が
ら
編
ま
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
頁
に
示
す
の
は
、『
東
文
選
』
及
び
中
国
の
歴
代
諸
総
集
の
文
体
の
配
列
に
つ
い

て
、『
東
文
選
』
の
配
列
順
に
従
っ
て
該
当
す
る
巻
数
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
の
比
較
に
基
づ
け
ば
、『
東
文
選
』
が
こ
れ
ら
中
国
で
編
ま
れ
た
総
集
を
広
く
参
照
し
た
上
で
、
配
列
を
考
え
出
し
た
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
『
東
文
選
』
は
、
そ
の
基
本
的
配
列
を
『
文
選
』
に
従
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
東
文
選
』

と
『
文
選
』
と
に
共
通
す
る
文
体
を
比
較
し
た
際
、
殆
ど
に
お
い
て
『
文
選
』
の
巻
数
順
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
断
さ
れ
る
。
配

列
は
多
く
を
『
文
選
』
に
範
を
取
り
、
こ
れ
に
付
け
加
え
る
か
た
ち
が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
が
占

め
る
巻
数
の
多
寡
は
『
文
選
』
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
「
序
」
に
つ
い
て
、『
東
文
選
』
は
巻
八
十
三
～
九
十
五
に
収
め
る
が
、『
文
選
』
で
は
巻
四
十
五
・
四
十
六
で
あ
る
。『
文

選
』
の
総
巻
数
が
六
十
巻
で
あ
り
、『
東
文
選
』
の
総
巻
数
が
一
百
三
十
巻
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、『
東
文
選
』
が
多
量
の
作
品
を

収
録
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
様
の
例
と
し
て
、「
表
箋
」
に
該
当
す
る
も
の
は
『
東
文
選
』
は
巻
三
十
一
～
四
十
四
で
、『
文
選
』

は
巻
三
十
七
・
三
十
八
と
な
る
。
ま
た
、「
碑
銘
・
墓
誌
」
も
、『
東
文
選
』
は
巻
一
一
七
～
一
二
一
、
巻
一
二
二
～
一
三
〇
の
計
十
四

巻
に
収
録
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、『
文
選
』
で
は
僅
か
に
巻
五
十
九
の
一
巻
に
採
ら
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
個
別
の
文
体
に
つ
い
て
眺
め
た
場
合
で
あ
る
が
、
よ
り
広
く
韻
文
と
散
文
と
で
見
比
べ
た
際
に
も
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
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『
東
文
選
』
は
韻
文
に
該
当
す
る
「
辞
・
賦
・
詩
」
は
巻
一
～
二
十
二
に
採
録
さ
れ
る
。
一
方
『
文
選
』
で
は
「
賦
・
詩
」
の
巻
一
～
二

十
一
と
「
騒
・
辞
」
の
巻
三
十
二
・
三
十
三
・
四
十
五
の
計
三
十
四
巻
と
な
る
。『
東
文
選
』
は
全
体
の
二
割
に
満
た
な
い
の
に
対
し
、

『
文
選
』
で
は
半
数
を
超
え
て
お
り
、『
東
文
選
』
で
は
散
文
を
よ
り
重
く
視
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
『
東
文
選
』
固
有
の
特
徴
と
看
做
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
は
『
文
選
』
以
外
の
総
集
の
影
響
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
示
し
た
「
序
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、「
書
・
記
」
は
、『
東
文
選
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ

『東文選』 『文選』 『唐文粋』 『宋文鑑』 『元文類』

辞 1 32･33（騒）
45（辞） 30（騒） 1（騒）

賦 1～3 1～19 1～9（古賦） 1～11（含律賦） 1
詩 4～22 19～31 10～18 12～29 2～8
詔勅 23 35 31･32 9
教書 23･24 36
制誥 25～27 34～40 11･12
冊 28･29 35 32 32 10
批答 29･30 33
表箋 31～44 37･38･40 25 63～72 16～17
啓 45･46 39 121～123 47
状 47･48
露布 49 30上 150
檄書 49 44 30上
箴 49 56 78 72 17
銘 49･50 56 66･67･78 73 17
頌 50 47 19～21 74 18
賛 50･51 47 23･24 75 18
奏議 52～56 40? 29･30上 41～62 13～15
箚子 56
文 56 36 31～33
書 57～63 41～43 26･79～90 112～120 37
記 64～82 71～77 77～84 27～31
序 83～95 45･46 91～98 85～92 32～36
説 96～98 47 107･108 38
論 99 49～55 34～38 93～101
伝 100･101 99 149･150 69･70
跋 102･103 130･131 38･39
致語 104
辯 105 46
対 105
志 105
原 105
牒 106
議 106 39～42 105･106
雑著 107 125～127 40～45

策題 108 30下
102～104
109～111
124

46･47

上梁文 108 129 47
祭文 109･110 60 133～135 48
祝文 110 48
䟽 110～113 27･28
道塲文 114
斎詞 114
青詞 115
哀詞 116 57･58 132 48
誄 116 56･57 132
行状 116･117 60 136～138 49･50

碑銘 117～121 58･59 50～65 76･77
146～148

19～26
57～68

墓誌 122～130 59 68～70 139～145 51～56
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巻
五
十
七
～
六
十
三
、
巻
六
十
四
～
八
十
二
と
比
較
的
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
唐
文
粋
』
所
収
の
同
一
文
体
に
対
す
る
充

実
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
「
碑
銘
・
墓
誌
」
の
充
実
ぶ
り
は
『
元
文
類
』
で
同
一
文
体
が
そ
れ
ぞ
れ
巻
十
九
～

二
十
六
と
巻
五
十
七
～
六
十
八
、
巻
五
十
一
～
五
十
六
を
占
め
て
い
る
の
と
類
似
す
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、『
東
文
選
』
に
お
け
る
散

文
の
重
視
は
、『
唐
文
粋
』
以
後
の
『
宋
文
鑑
』『
元
文
類
』
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。『
東
文
選
』
は
謂
わ
ば
、
中
国
で
編
纂
さ
れ
た

総
集
を
広
く
折
衷
し
た
書
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
収
録
内
容
を
持
つ
『
東
文
選
』
で
あ
る
が
、
編
纂
の
背
景

に
つ
い
て
、
先
に
見
た
『
東
文
選
』
序
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

吾
東
方
檀
君
立
國
、
鴻
荒
莫
追
。
箕
子
闡
九
疇
、
敷
八
條
。
當
其
時
、
有
文
治
可
尙
、
載
籍
不
存
。
三
國
鼎
峙
、
干
戈
日
尋
、
安

事
詩
書
。
然
在
高
句
麗
、
乙
支
文
德
善
辭
、
命
抗
隋
家
百
萬
之
師
。
在
新
羅
、
遣
子
弟
入
唐
登
第
者
、
五
十
有
餘
人
。
崔
致
遠
「
黃

巢
之
檄
」、
名
震
天
下
。
非
無
能
言
之
士
、
而
今
皆
罕
傳
、
良
可
嘆
已
。
高
麗
氏
統
三
以
來
、
文
治
漸
興
。
光
宗
設
科
取
士
、
睿
宗

好
文
雅
。
繼
而
仁
・
明
亦
尙
儒
術
。
豪
傑
之
士
、
彬
彬
輩
出
。
當
兩
宋
遼
金
搶
攘
之
日
、
屢
以
文
詞
、
得
紓
國
患
。
至
元
朝
、
由

賓
貢
中
制
科
、
與
中
原
才
士
、
頡
頏
上
下
者
、
前
後
相
望
。

 
 

吾
が
東
方
の
檀
君
の
国
を
立
つ
る
や
、
鴻
荒　

追
ふ
こ
と
莫
し
。
箕
子　

九
疇
を
闡
き
て
、
八
條
を
敷
く
。
其
の
時
に
当
た
り

て
、
文
治
の
尚
ぶ
べ
き
も
の
有
る
も
、
載
籍　

存
せ
ず
。
三
国
鼎
峙
す
る
や
、
干
戈　

日
に
尋
ね
、
安
ん
ぞ
詩
書
を
事
と
せ
ん
。

然
る
に
高
句
麗
に
在
る
に
、
乙
支
文
徳　

辞
を
善
く
し
、
命
も
て
隋
家
百
万
の
師
に
抗
ふ
。
新
羅
に
在
り
て
は
、
子
弟
を
遣
り

て
唐
に
入
り
て
登
第
せ
し
者
、
五
十
有
余
人
あ
り
。
崔
致
遠
「
黄
巣
の
檄
」
は
、
名　

天
下
を
震
は
す
。
能
言
の
士
無
き
に
非

ず
、
而
る
に
今
皆
な
伝
は
る
こ
と
罕
な
れ
ば
、
良
に
嘆
ず
べ
き
な
る
の
み
。
高
麗
氏　

三
を
統
べ
て
以
来
、
文
治
漸
く
興
る
。

光
宗　

科
を
設
け
士
を
取
り
、
睿
宗　

文
雅
を
好
む
。
繼
ぎ
て
仁
・
明
も
亦
た
儒
術
を
尚
ぶ
。
豪
傑
の
士
、
彬
彬
と
し
て
輩
出

す
。
両
宋
遼
金
の
搶
攘
の
日
に
当
た
り
て
は
、
屢
ば
文
詞
を
以
て
、
国
患
を
紓
ぶ
る
を
得
た
り
。
元
朝
に
至
り
て
は
、
賓
貢
中

制
科
に
由
り
て
、
中
原
の
才
士
と
、
上
下
を
頡
頏
せ
し
者
、
前
後
に
相
ひ
望
め
り
。

こ
こ
で
徐
居
正
は
朝
鮮
の
歴
史
を
概
括
す
る
。
箕
子
に
よ
る
開
朝
時
に
文
献
が
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
三
国
鼎
立
時
に
文
章
に
従

事
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
で
、
当
該
時
期
の
文
章
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
そ
の
他
は
、
す
べ

て
各
時
代
に
お
け
る
文
章
の
確
か
な
存
在
を
明
示
す
る
。
高
句
麗
王
朝
下
で
は
、
乙
支
文
徳
が
辞
を
得
意
と
し
、
新
羅
期
に
は
唐
王
朝
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に
外
国
人
官
僚
と
し
て
仕
え
た
者
が
五
十
人
余
り
い
た
こ
と
を
述
べ
、
中
で
も
崔
致
遠
は
「
黄
巣
の
檄
」
に
よ
っ
て
名
を
天
下
に
響
か

せ
た
こ
と
を
特
記
す
る
。
高
麗
時
期
以
降
に
な
る
と
、
文
治
政
治
が
徐
々
に
起
こ
り
始
め
、
光
宗
時
期
に
科
挙
制
度
が
実
施
さ
れ
、
睿

宗
に
は
自
ら
の
文
学
愛
好
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
継
い
だ
仁
宗
と
明
宗
も
と
も
に
儒
学
を
信
奉
し
た
と
す
る
。
高
麗
王
朝
下
に
お

い
て
宋
遼
金
朝
と
の
緊
張
関
係
が
生
じ
た
時
期
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
国
難
を
憂
う
文
章
が
綴
ら
れ
た
と
い
う
。
元
朝
下
で
は
、
外
国
人

対
象
の
賓
貢
中
制
科
に
及
第
し
た
朝
鮮
文
人
が
、
中
原
の
才
人
と
比
肩
し
う
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
徐
居
正
に
よ
る
朝
鮮
の
歴
史
の
概
括
を
眺
め
た
時
、
序
文
の
中
で
主
張
さ
れ
る
文
章
と
は
、
そ
の
多
く
が
中
国
も
し
く

は
朝
鮮
で
実
施
さ
れ
た
科
挙
制
度
と
の
関
わ
り
か
ら
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

『
東
文
選
』
が
意
図
す
る
文
章
と
は
、
在
野
の
人
々
を
直
接
の
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
科
挙
及
第
者
を
中
心
と
し
た
官
僚
層
に
対

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
に
は
政
治
に
資
す
る
文
章
こ
そ
を
重
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
同
じ
く
序
文
の
次
の
部
分
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

臣
等
仰
承
隆
委
、
採
自
三
國
、
至
于
當
代
。
辭
賦
詩
文
揔
若
干
體
、
取
其
詞
理
醇
正
、
有
補
治
敎
者
。
分
門
類
聚
、
釐
爲
一
百
三

十
卷
。
編
成
以
進
、
賜
名
曰
『
東
文
選
』。

 
 

臣
等
仰
ぎ
て
隆
委
を
承
け
、
三
国
自
り
。
当
代
に
至
る
を
採
る
。
辞
賦
詩
文
若
干
の
体
を
揔
べ
、
其
の
詞
理
醇
正
に
し
て
、
治

教
を
補
く
る
こ
と
有
る
者
を
取
れ
り
。
門
を
分
か
ち
て
類
聚
し
、
釐
め
て
一
百
三
十
巻
と
為
す
。
編
成
し
て
以
て
進
む
る
に
、

名
を
賜
ひ
て
『
東
文
選
』
と
曰
ふ
。

こ
の
部
分
の
叙
述
か
ら
判
断
す
る
限
り
、『
東
文
選
』
は
勅
撰
に
よ
る
総
集
で
あ
り
、
三
国
よ
り
李
氏
朝
鮮
時
期
に
至
る
ま
で
の
お
よ

そ
一
千
五
百
年
間
の
作
品
よ
り
辞
賦
詩
文
に
属
す
る
文
体
を
広
く
蒐
集
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
先
に
示
し
た
朝
鮮
の
歴
史
の

概
括
と
の
関
連
か
ら
、
こ
れ
ら
の
採
録
基
準
が
「
詞
理
醇
正
（
辞
句
に
あ
ら
わ
れ
る
道
理
が
純
粋
で
正
し
い
）」
で
あ
り
、「
有
補
治
教

（
政
治
と
教
育
に
資
す
る
）」
で
あ
る
点
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。『
東
文
選
』
に
採
録
さ
れ
る
作
品
は
す
べ
て
現
実
の
政
治
の
中
で

活
か
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
５
）。

『
東
文
選
』
所
収
の
辞
賦
類
作
品
に
つ
い
て
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三
、『
東
文
選
』
に
見
る
「
辞
賦
」
の
位
置
付
け

前
節
で
確
認
し
た
通
り
、『
東
文
選
』
は
韻
文
と
散
文
の
う
ち
後
者
を
よ
り
重
視
す
る
編
纂
態
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
序
文

で
も
述
べ
る
よ
う
に
「
治
教
を
補
く
る
こ
と
有
る
」
文
体
が
多
く
散
文
で
あ
る
こ
と
に
も
関
連
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
本

稿
で
対
象
と
す
る
『
東
文
選
』
所
収
の
辞
賦
作
品
に
は
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
行
研
究
で
も
確
認
し
た
が
、
朝
鮮
の
高
麗
時
期
に
実
施
さ
れ
た
科
挙
制
度
を
契
機
と
す
る
賦
の
盛
行
は
、
多
く
「
駢
賦
」
の
形
式

で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
駢
賦
と
は
、
対
句
の
多
用
を
基
調
と
し
音
声
の
繋
が
り
に
も
注
意
を
払
う
、
六
朝
時
期
に
主
に
流
行
し

た
賦
の
一
類
で
あ
る（
６
）。
こ
の
「
駢
賦
」
と
い
う
語
句
に
依
拠
す
る
限
り
、
朝
鮮
は
六
朝
時
期
の
様
式
を
忠
実
に
継
承
し
た
も
の
と
思
わ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。

科
挙
と
賦
と
の
関
連
で
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
科
挙
に
課
さ
れ
た
賦
の
形
式
で
あ
る
「
律
賦
」
で
あ
る
。
こ
の
律
賦
も
形
式
的
に
は

駢
賦
と
酷
似
し
て
お
り
、
対
句
の
多
用
と
音
調
へ
の
配
慮
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
と
な
れ
ば
、
朝
鮮
に
お
け
る
賦
の
流
行
の
実
際
は
、

多
く
は
科
挙
受
験
に
伴
う
「
律
賦
」
の
創
作
が
中
心
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
個
人
の
賦
作
へ
と
繋
が
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
中
国
に
お
け
る
「
律
賦
」
に
対
す
る
文
学
的
評
価
は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
こ
の
こ
と
は
先
行
研
究
の

中
で
も
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
７
）。
こ
の
よ
う
な
「
律
賦
」
に
対
す
る
評
価
に
鑑
み
れ
ば
、
朝
鮮
で
の
賦
作
も
実
際
に
は
科

挙
対
策
と
し
て
の
側
面
が
色
濃
く
、
こ
こ
に
文
学
性
は
さ
ほ
ど
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
、
試
み
に
新
羅
や
高
麗
時

期
に
活
躍
し
た
文
人
の
別
集
に
収
め
ら
れ
る
辞
賦
作
品
に
つ
い
て
、
一
覧
と
収
め
ら
れ
る
巻
数
を
確
認
す
る（
８
）。

李
奎
報  

『
東
国
李
相
国
集
』
全
集
四
十
一
巻
、
後
集
十
二
巻
︙
全
集
巻
一
「
畏
賦
」「
夢
悲
賦
」「
放
蟬
賦
」「
祖
江
賦
」「
春
望
賦
」「
陶

甖
賦
」

李
達
衷  

『
霽
亭
先
生
文
集
』
四
巻
︙
巻
一
「
礎
賦
」「
思
亭
賦
」

李　

穡
『 

牧
隠
詩
藁
』
三
十
五
巻
︙
巻
一
「
山
中
辞
」「
閔
志
辞
」「
永
慨
辞
」「
流
水
辞
」「
東
方
辞
」「
自
訟
辞
」「
雪
梅
軒
小
賦
」

「
観
魚
台
小
賦
」

鄭
道
伝  

『
三
峯
集
』
十
四
巻
︙
「
陽
村
賦
」「
墨
竹
賦
」「
梅
川
賦
」
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申
叔
舟  

『
保
閑
斎
集
』
十
九
巻
︙
「
日
本
国
栖
芳
寺
遇
真
記
并
賦
」「
八
駿
図
賦
」「
広
居
賦
」「
雅
楽
賦
」「
集
賢
殿
有
二
瓮
蓮
在
庭
、

一
敷
栄
、
一
憔
悴
。
一
日
偶
直
、
見
壁
上
有
詞
。
感
物
自
警
、
戚
戚
於
栄
枯
之
説
、
辞
甚
苦
、
和
以
慰
之
」「
辛
巳
七
月
十
四

日
、
一
菴
見
訪
、
方
開
話
、
風
雨
驟
至
、
有
感
作
秋
雨
辞
以
贈
」

こ
こ
で
列
挙
し
た
の
は
す
べ
て
『
東
文
選
』
に
も
名
前
が
見
え
る
文
人
の
別
集
で
あ
る
。
辞
賦
の
収
録
数
は
多
く
は
五
篇
に
満
た
ず
、

い
ず
れ
も
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
中
に
は
明
確
に
律
賦
と
判
断
で
き
る
よ
う
な
作
品
は
含
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
一
例
か
ら

判
断
す
る
限
り
、
朝
鮮
文
人
に
よ
る
辞
賦
の
創
作
は
特
別
に
指
摘
で
き
る
ほ
ど
の
活
況
は
呈
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、

彼
ら
が
創
作
し
た
辞
賦
が
こ
れ
で
す
べ
て
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
作
品
も
当
然
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
李
穡
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
「
観
魚
台
賦
」
末
尾
に
附
さ
れ
た
一
文
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

予
年
十
七
歳
、
赴
東
堂
賦
和
氏
璧
。
二
十
一
歳
、
入
燕
都
國
學
月
課
。
呉
伯
尚
先
生
賞
予
賦
、
毎
日
可
敎
。
既
歸
、
赴
癸
巳
東
堂

賦
黃
河
。
鄕
試
賦
琬
圭
、
會
試
賦
九
章
。
今
皆
不
錄
、
非
古
文
也
。
非
吾
志
也
。
非
吾
志
而
出
身
於
此
、
非
此
無
階
於
榮
養
耳
。

嗚
呼
悲
哉
。

 
 

予
年
十
七
歳
に
し
て
、
東
堂
に
赴
き
和
氏
の
璧
を
賦
す
。
二
十
一
歳
に
し
て
、
燕
都
の
国
学
に
入
り
て
月
課
す
。
呉
伯
尚
先
生

予
が
賦
を
賞
し
、
毎
日
教
へ
を
可き

く
。
既
に
帰
り
て
、
癸
巳
に
東
堂
に
赴
き
黄
河
を
賦
す
。
郷
試
に
て
琬
圭
を
賦
し
、
会
試
に

て
九
章
を
賦
す
。
今
皆
な
録
さ
ざ
る
は
、
古
文
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
吾
が
志
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
吾
が
志
に
非
ず
し
て
身
よ
り

此
を
出
す
は
、
此
れ
階
に
栄
養
無
き
に
非
ざ
る
の
み
。
嗚
呼
悲
し
い
か
な
。

こ
の
一
文
の
中
で
李
穡
は
、「
和
氏
璧
」「
黄
河
」「
琬
圭
」「
九
章
」
を
賦
し
た
と
述
べ
、
こ
れ
ら
が
古
文
で
は
な
く
、
か
つ
自
ら
の

志
と
合
致
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
身
の
別
集
の
中
に
採
録
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
「
琬
圭
」「
九
章
」
二
篇
は

郷
試
と
会
試
の
際
に
創
作
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
律
賦
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
李
穡
は
新
羅
時
期
に
唐
へ
と
入
朝
し
、
外
国
人
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
崔
致
遠
と
並
ん
で
、
朝
鮮
文
人
を
代
表
す
る
人
物
で
あ

る
と
さ
れ
る（
９
）。
彼
は
「
古
文
」
で
な
い
こ
と
が
別
集
に
採
録
し
な
か
っ
た
理
由
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
が
、
彼
は
「
律
賦
」
に
対

し
て
も
否
定
的
見
解
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
読
挙
子
詩
賦
有
感
」（『
牧
隠
詩
藁
』
巻
二
十
二
）
を
挙
げ
る
。

唐
風
崇
律
賦　

流
弊
盛
東
方　
　

唐
風　

律
賦
を
崇
び
、
流
弊　

東
方
に
盛
ん
な
り
。
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音
韻
偕
平
側　

文
章
局
短
長　
　

音
韻　

平
側
を
偕
へ
、
文
章
は
短
長
を
局く
ぎ

ら
る
。

揚
淸
仍
激
濁　

配
白
故
抽
黃　
　

清
を
揚
げ
仍
た
濁
を
激
し
、
白
を
配
し
て
故
に
黄
を
抽
ん
ず
。

蒭
狗
終
安
用　

令
人
自
歎
傷　
　

蒭
狗
終
に
安
ん
ぞ
用
ひ
ん
、
人
を
し
て
自
ら
歎
傷
せ
し
む
。

こ
こ
で
は
、
唐
代
に
重
ん
じ
ら
れ
た
律
賦
が
朝
鮮
へ
と
流
伝
し
、
こ
れ
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
対
し
て
「
流
弊
」
と
い
う
言
葉
で
批
評
す
る
。
李
穡
に
よ
る
評
価
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
高
麗
末
期
ま
で
に
朝
鮮
で
創
作

さ
れ
て
い
た
賦
は
そ
の
多
く
が
律
賦
に
属
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
文
学
性
は
お
お
む
ね
低
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
朝
鮮
に
お
け
る
賦
の
創
作
は
光
宗
時
期
の
科
挙
制
度
が
実
施
さ
れ
た
際
、
唐
代
の
制
度
を
参
考
と
し
た
結

果
と
し
て
試
験
科
目
の
中
に
詩
賦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
こ
う
し
た
科
挙
対
策
と
し
て
の
賦
で
あ
る
「
律
賦
」
に
対
す

る
関
心
が
強
ま
り
、
ま
ず
受
容
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
李
穡
に
よ
る
批
判
は
、
中
国
の
賦
の
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の

見
解
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
賦
の
受
容
過
程
は
中
国
に
お
け
る
賦
の
発
展
過
程
と
流
れ
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、『
東
文
選
』
所
収
辞
賦
類
作
品
の
採
録
傾
向

『
東
文
選
』
に
収
録
す
る
辞
賦
類
作
品
は
、
総
計
一
百
三
十
巻
の
う
ち
僅
か
に
巻
一
か
ら
巻
三
に
か
け
て
で
あ
り
、
全
体
に
占
め
る
割

合
は
極
端
に
低
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
東
文
選
』
が
朝
鮮
を
代
表
す
る
総
集
で
あ
り
、
か
つ
編
者
の
徐
居
正
が
三
国
か
ら
李
氏
朝
鮮
時

期
に
か
け
て
書
か
れ
た
作
品
の
中
か
ら
選
び
抜
い
た
と
序
文
で
宣
言
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
に
は
一
定
の
採
録
傾
向
や
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
以
下
に
、『
東
文
選
』
辞
賦
類
に
採
録
さ
れ
る
作
品
の
一
覧
を
載
せ
る
。

 
 

巻
一
「
辞
」

 
 

李
仁
老
「
和
帰
去
来
辞
」
／
李
穡
「
山
中
辞
」「
閔
志
辞
」「
永
慨
辞
」「
流
水
辞
」「
東
方
辞
」「
自
訟
辞
」
／
李
崇
仁
「
哀
秋
夕
辞
」

／
鄭
夢
周
「
思
美
人
辞
」
／
鄭
道
伝
「
江
之
水
辞
」
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「
賦
」

 
金
富
軾
「
仲
尼
鳳
賦
」「
唖
鶏
賦
」
／
李
奎
報
「
畏
賦
」「
夢
悲
賦
」「
放
蝉
賦
」「
祖
江
賦
」「
春
望
賦
」「
陶
甖
賦
」

 
 

巻
二
「
賦
」

 
 

崔
滋
「
三
都
賦
」「
相
如
避
廉
頗
以
先
国
家
之
急
賦
」
／
李
仁
老
「
紅
桃
賦
」「
玉
堂
柏
賦
」
／
姜
彰
瑞
「
成
王
気
稟
胎
教
徳
与
年
豊

賦
」
／
鄭
義
「
道
閲
一
和
槐
橘
合
為
兄
弟
賦
」
／
李
堅
「
春
雷
作
龍
蛇
不
安
於
蟄
戸
賦
」
／
無
名
氏
「
王
者
之
興
必
卜
筮
決
天
下
賦
」

「
義
於
人
者
和
於
神
賦
」
／
閔
漬
「
李
勣
応
時
掃
雲
大
唐
陽
春
賦
」
／
無
名
氏
「
志
士
口
与
心
誓
守
死
無
二
賦
」「
嗜
欲
皆
同
惟
賢
者

節
之
賦
」「
賈
誼
請
猟
猛
敵
不
摶
畜
兎
賦
」「
漢
成
帝
勿
折
檻
以
旌
忠
臣
賦
」

 
 

巻
三
「
賦
」

 
 

尹
宣
佐
「
隋
高
祖
非
宴
食
不
過
一
肉
賦
」「「
高
祖
開
設
学
校
広
闡
道
義
維
新
宝
暦
賦
」「
太
宗
観
覧
尚
書
庶
幾
唐
虞
賦
」
／
李
穡
「
雪

梅
軒
賦
」「
観
魚
台
賦
」
／
李
達
衷
「
礎
賦
」「
思
亭
賦
」
／
鄭
道
伝
「
梅
川
賦
」
／
李
詹
「
墨
君
賦
」
／
李
與
悌
「
大
槐
賦
」「
新
雪

賦
」
／
申
叔
舟
「
次
倪
謙
雪
霽
登
楼
賦
」「
八
駿
図
賦
」

以
上
が
『
東
文
選
』
に
収
め
る
辞
賦
類
作
品
の
す
べ
て
で
あ
る
。
辞
は
五
名
十
篇
、
賦
は
十
五
名
（
無
名
氏
除
く
）
三
十
五
篇
と
な

る
。
以
下
、
試
み
に
該
書
所
収
辞
賦
作
品
に
対
す
る
分
類
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
主
題
毎
の
分
類
に
先
立
ち
、『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
「
辞
」
と
「
賦
」
の
違
い
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
境
界
線
は

比
較
的
明
確
で
あ
り
、
本
文
全
体
を
通
じ
て
「
兮
」
字
が
用
い
ら
れ
る
所
謂
「
騒
体
」
を
採
用
す
る
か
否
か
で
区
別
が
可
能
で
あ
る
。

例
と
し
て
鄭
夢
周
「
思
美
人
辞　

寄
浙
東
郟
子
安
」（『
東
文
選
』
巻
一
）
の
全
文
を
挙
げ
る
。

思
美
人
兮
悠
悠　

隔
蒼
海
兮
共
明
月　
　
　

美
人
を
思
ひ
て
悠
悠
と
し
、
蒼
海
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す
。

顧
茫
茫
兮
九
州　

豺
狼
當
道
兮
龍
野
戰　
　

茫
茫
た
る
九
州
を
顧
み
れ
ば
、
豺
狼
道
に
当
た
り
て
龍
野
戦
す
。

紲
余
馬
兮
扶
桑　

悵
何
時
兮
與
遊
讌　
　
　

余
が
馬
を
扶
桑
に
紲つ
な

ぎ
、
悵
と
し
て
何
れ
の
時
ぞ
与
に
遊
讌
す
る
。

進
以
禮
兮
退
以
義　

搢
紳
笏
兮
戴
華
簪　
　

進
む
に
礼
を
以
て
し
退
く
に
義
を
以
て
し
、
紳
笏
を
搢は
さ

み
て
華
簪
を
戴
く
。

願
一
見
兮
道
余
意　

君
何
爲
兮
江
之
南　
　

願
は
く
は
一
見
し
て
余
が
意
を
道
ふ
も
、
君
何
為
れ
ぞ
江
の
南
す
る
や
。

こ
れ
は
作
者
の
鄭
夢
周
が
朝
鮮
に
お
り
、
題
下
注
に
見
え
る
「
浙
東
の
郟
子
安
」
に
向
け
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
題
目
か
ら
判
断
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す
る
に
『
楚
辞
』
九
歌
「
思
美
人
」
に
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
が
互
い
に
遠
隔
の
地
に
あ
る
こ
と
を
寂
し
く
思
う
と
同
時

に
、
い
つ
か
の
再
開
を
期
待
し
つ
つ
も
果
た
せ
そ
う
に
な
い
現
状
へ
の
悲
嘆
が
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
毎
句
で
の
「
兮
」
字
の
使
用

の
ほ
か
、
隔
句
で
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。
李
崇
仁
「
哀
秋
夕
辞
」（『
東
文
選
』
巻
一
）
の
冒
頭
を
挙
げ
る
。

哀
秋
夕
之
悽
慘
兮　

風
雨
颯
其
晦
冥　
　
　

秋
夕
の
悽
惨
た
る
を
哀
し
み
、
風
雨　

颯
と
し
て
其
れ
晦
冥
た
り
。

懷
沉
憂
以
假
寐
兮　

魂
聇
聇
其
上
征　
　
　

沈
憂
を
懐
き
て
以
て
仮
寐
す
れ
ば
、
魂　

聇
聇
と
し
て
其
れ
上
征
す
。

指
虛
無
以
恍
忽
兮　

若
有
路
乎
紆
縈　
　
　

虚
無
を
指
し
て
以
て
恍
忽
と
す
れ
ば
、
路
有
る
も
紆
縈
す
る
が
若
し
。

忽
焉
升
彼
蒼
兮　
　

儼
玉
皇
之
高
居　
　
　

忽
焉
と
し
て
彼
の
蒼
に
升
り
、
儼
た
る
玉
皇
の
高
居
あ
り
。

こ
の
作
品
は
秋
の
夕
べ
の
凄
惨
さ
や
風
雨
が
薄
暗
く
吹
き
す
さ
ぶ
様
に
憂
い
を
興
さ
れ
、
一
時
の
眠
り
の
内
に
魂
は
遥
か
上
空
へ
と

馳
せ
、
玉
皇
の
宮
殿
へ
と
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
で
自
身
の
思
い
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
東
文
選
』
所
収
の
「
辞
」
を
通
覧
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
叙
情
性
を
強
く
持
つ
か
否
か
で
「
賦
」
と
の
差
異
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
挙
げ
た
二
作
品
が
作
者
の
感
情
を
表
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
賦
に
つ
い
て
は
そ
の

内
容
面
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
以
下
に
辞
と
賦
と
を
包
括
的
に
眺
め
た
上
で
幾
つ
か
の
分
類
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）『
文
選
』
の
影
響
が
見
え
る
も
の

『
東
文
選
』
そ
の
も
の
が
、
そ
の
編
纂
過
程
で
『
文
選
』
を
始
め
と
し
た
中
国
の
歴
代
総
集
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
総
集
の
影
響
は
個
別
の
作
品
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
、
こ
こ
で
は
『
文
選
』
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品

を
示
す
。
李
仁
老
「
和
帰
去
来
辞
」
と
崔
滋
「
三
都
賦
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
と
左
思
「
三
都
賦
」

と
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
李
仁
老
「
和
帰
去
来
辞
」
に
つ
い
て
は
、
陶
淵
明
と
の
関
わ
り
か
ら
先
行
研
究
も
比
較
的
充
実
し
て

お
り
、「
和
帰
去
来
辞
」
に
つ
い
て
は
陶
淵
明
の
作
品
と
隠
遁
志
向
と
天
命
を
受
け
止
め
る
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
李
仁
老
の
そ
れ
は

観
念
的
で
あ
る
点
で
陶
淵
明
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る）
10
（

。
崔
滋
「
三
都
賦
」
は
朝
鮮
文
学
史
の
中
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
一

篇
で
あ
る）
11
（

。
筆
者
が
左
思
「
三
都
賦
」
研
究
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
気
づ
い
た
点
を
以
下
に
略
述
す
る）

（1
（

。

崔
滋
「
三
都
賦
」
は
題
目
が
示
す
通
り
、
三
箇
所
の
都
邑
を
描
写
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
都
邑
を
人
物
に
仮
託
し
た
主
客
問
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答
体
を
採
用
す
る
。「
西
都
辨
生
」
は
平
壌
を
、「
北
京
談
叟
」
は
開
城
を
、「
正
議
大
夫
」
は
江
都
を
代
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
左
思

「
三
都
賦
」
で
「
西
蜀
公
子
」「
東
呉
王
孫
」「
魏
国
先
生
」
が
現
れ
る
の
と
同
様
の
構
図
で
あ
る
。
崔
滋
賦
が
創
作
さ
れ
た
背
景
と
し
て

は
、
高
麗
時
期
高
宗
十
八
年
（
一
二
三
一
）
の
蒙
古
の
侵
攻
に
伴
う
開
城
か
ら
江
都
へ
の
遷
都
が
あ
る
と
さ
れ
る）
13
（

。
崔
滋
賦
は
左
思
賦

と
こ
の
よ
う
に
主
題
を
同
じ
く
す
る
が
、
そ
の
作
品
構
成
は
異
な
る
。
こ
れ
は
作
品
の
冒
頭
の
記
述
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

西
都
辨
生
、
與
北
京
談
叟
、
來
遊
江
都
、
遇
一
正
議
大
夫
。

 
 

西
都
弁
生
、
北
京
談
叟
と
、
来
り
て
江
都
に
遊
ぶ
に
、
一
正
議
大
夫
に
遇
へ
り
。

作
品
冒
頭
に
お
い
て
作
中
の
登
場
人
物
が
勢
揃
い
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
篇
か
ら
構
成
さ
れ
る
左
思
賦
で
は
見
ら
れ
な
い
構
成
で
あ

り
、
一
篇
の
中
に
す
べ
て
の
議
論
を
集
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
制
約
に
伴
う
崔
滋
賦
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
の

問
答
の
方
式
も
左
思
賦
と
崔
滋
賦
と
で
は
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
左
思
賦
で
は
各
篇
の
発
話
者
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
崔

滋
賦
で
は
作
中
人
物
の
頻
繁
な
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
問
答
回
数
を
作
品
の
流
れ
に
従
い
示
せ
ば
、
西
都
弁
生
と
正
議
大
夫

が
三
回
、
北
京
談
叟
と
正
議
大
夫
が
四
回
、
二
客
と
正
議
大
夫
が
五
回
、
そ
れ
ぞ
れ
問
答
を
繰
り
広
げ
て
い
る）
14
（

。
こ
の
よ
う
な
一
篇
の

中
で
の
頻
繁
な
問
答
の
応
酬
を
行
い
つ
つ
も
、
大
き
く
は
前
半
と
後
半
に
区
切
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
前
半
は
基
本
的
に
は
西
都
弁

生
と
北
京
談
叟
の
主
張
に
対
し
て
正
議
大
夫
が
簡
潔
な
反
駁
を
行
う
こ
と
で
進
行
す
る
。
例
え
ば
、
最
初
に
西
都
弁
生
は
西
都
の
創
建

の
歴
史
を
神
仙
世
界
の
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
き
誇
ら
し
げ
に
述
べ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
正
議
大
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
夫
曰
、
神
恠
茫
誕
、
何
以
誇
爲
。

 
 

大
夫
曰
く
、
神
怪
は
茫に
は

か
に
誕
ず
れ
ば
、
何
を
以
て
か
誇
と
為
さ
ん
。

神
仙
は
急
に
誕
生
し
た
存
在
で
あ
り
、
誇
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
正
議
大
夫
は
反
駁
す
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を

繰
り
返
し
た
後
、
次
に
示
す
よ
う
に
西
都
弁
生
と
北
京
談
叟
に
よ
る
怒
り
が
発
せ
ら
れ
、
主
張
者
が
正
議
大
夫
へ
と
交
替
す
る
。

於
是
西
北
二
客
、
奮
髯
作
色
、
且
怒
且
恧
曰
、
走
等
終
日
言
而
大
夫
皆
折
之
、
願
聞
江
都
之
説
。

 
 

是
に
於
ひ
て
西
北
二
客
、
奮
髯
と
し
て
色
を
作
し
、
且
つ
怒
り
且
つ
恧
ぢ
て
曰
く
、
走
等　

終
日
言
す
る
も
大
夫
皆
な
之
を
折

く
、
願
は
く
は
江
都
の
説
を
聞
か
ん
。

以
後
、
正
議
大
夫
に
よ
る
江
都
の
称
揚
が
行
わ
れ
る
。
一
篇
で
構
成
さ
れ
る
も
の
の
、
作
品
内
で
の
構
図
は
整
然
と
し
て
お
り
、
こ
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こ
に
中
国
の
歴
代
都
邑
賦
に
対
す
る
意
識
の
影
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
、『
文
選
』
の
影
響
が
見
え
る
二
作
品
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
朝

鮮
に
お
け
る
『
文
選
』
受
容
の
一
例
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
作
品
中
に
日
本
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
も
の

『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
作
品
の
中
に
は
、
日
本
の
存
在
を
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
存
在
す
る
。
朝
鮮
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
日
本
と
中
国
と
の
間
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
も
交
流
を
結
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
朝
鮮
文
人

の
中
に
は
実
際
に
日
本
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
者
も
い
た）
15
（

。『
東
文
選
』
辞
賦
類
作
品
の
中
で
明
確
に
日
本
の
存
在
が
詠
わ
れ
る
の
は

李
穡
「
東
方
辞
」（
巻
一
）
と
同
「
雪
梅
軒
賦
」（
巻
三
）
の
二
篇
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
題
下
注
が
施
さ
れ
て
お
り
、「
東
方
辞
」
に
は
「
送
鄭
達
可
奉
使
日
本
國
（
鄭
達
可
の
日
本
国
へ
奉
使
す
る

を
送
る
）」
と
見
え
、「
雪
梅
軒
賦
」
に
は
「
爲
日
本
釋
息
牧
叟
作
（
日
本
の
釈
息
牧
叟
の
為
に
作
る
）」
と
見
え
る
。
一
方
は
日
本
へ
赴

く
友
人
へ
の
送
別
と
し
て
、
一
方
は
日
本
に
住
む
知
人
に
対
し
て
贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
は

朝
鮮
に
よ
る
日
本
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。
以
下
に
「
東
方
辞
」
を
挙
げ
る
。

日
出
處
之
天
子
兮　

奄
宅
扶
桑
之
域
也　
　

日
出
づ
る
処
の
天
子
、
奄
ひ
に
扶
桑
の
域
に
宅
る
な
り
。

惟
萬
物
之
生
育
兮　

迺
谷
風
之
習
習
也　
　

惟
れ
万
物
の
生
育
す
る
は
、
迺
ち
谷
風
の
習
習
た
れ
ば
な
り
。

惟
下
土
之
照
臨
兮　

迺
陽
烏
之
赫
赫
也　
　

惟
れ
下
土
の
照
臨
す
る
は
、
迺
ち
陽
烏
の
赫
赫
た
れ
ば
な
り
。

之
二
者
之
所
出
兮　

信
天
下
之
無
敵
也　
　

之
れ
二
者
の
出
づ
る
所
に
し
て
、
信
に
天
下
の
敵
無
き
な
り
。

こ
こ
で
は
日
本
を
指
し
て
「
日
出
づ
る
処
の
天
子
」
と
呼
称
し
、
こ
れ
を
「
信
に
天
下
の
敵
無
き
な
り
」
と
最
大
の
賛
辞
を
贈
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
文
人
に
よ
る
日
本
観
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
ほ
か
に
、
彼
ら
の
間
で
の
中
国
文
化
の
受
容
の
一
端
を
も
看
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
雪
梅
軒
賦
」
よ
り
挙
げ
る
。

爾
乃
謝
語
奪
胎　

宋
句
換
骨　
　
　
　
　
　
　

爾
し
て
乃
ち
謝
語
は
奪
胎
し
、
宋
句
は
換
骨
す
。

　
　

二
賦
流
傳　

千
載
超
忽　
　
　
　
　
　
　

二
賦
の
流
伝
す
る
こ
と
、
千
載
に
超
忽
た
り
。

　
　

風
人
噤
以
不
譁　

騒
客
寂
而
彌
欝　
　
　

風
人
噤
と
し
て
以
て
譁
な
ら
ず
、
騒
客
寂
と
し
て
彌
よ
欝
た
り
。
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
謝
語
」
と
「
宋
句
」
の
二
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
文
人
の
作
品
で
あ
り
、
謝
恵
連
「
雪

賦
」
と
宋
璟
「
梅
花
賦
」
を
指
す
。「
雪
賦
」
は
『
文
選
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
日
朝
間
の
文
人
に
広
く
知
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い）
16
（

。「
梅
花
賦
」
に
つ
い
て
も
朝
鮮
に
お
い
て
周
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
尹
愭
「
古
人
有
識
才

之
眼
」（『
無
名
子
集
』
冊
十
三
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

白
樂
天
推
劉
禹
錫
爲
詩
豪
、
蘇
味
道
見
宋
璟
梅
花
賦
稱
歎
、
列
於
文
人
之
首
。

 
 

白
楽
天　

劉
禹
錫
を
推
し
て
詩
豪
と
為
し
、
蘇
味
道　

宋
璟
「
梅
花
賦
」
を
見
て
称
歎
し
、
文
人
の
首
に
列
す
。

こ
れ
を
書
い
た
尹
愭
は
李
穡
よ
り
四
百
年
ほ
ど
時
代
が
降
っ
た
人
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
当
時
の
理
解
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
題
目
に
「
古
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
過
去
を
振
り
返
っ
て
の
文
人
理
解
を
示
し
た
も
の
と
し
て
受
け
取
れ
よ
う）
17
（

。

中
国
で
創
作
さ
れ
た
賦
作
品
が
、
朝
鮮
と
日
本
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
交
流
の
中
で
、
一
定
の
共
通
理
解
の
も
と
で
利
用
さ
れ

て
い
る
点
は
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
朝
間
の
文
化
交
流
の
様
相
と
、
こ
の
当
時

の
中
国
文
化
へ
の
理
解
の
状
況
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
律
賦
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の

朝
鮮
に
お
け
る
賦
作
は
科
挙
と
関
連
し
て
盛
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
「
律
賦
」
の
創
作
が
中
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
事
実
、『
東
文
選
』
に
も
律
賦
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
作
品
が
非
常
に
多
く
採
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
唯
一
「
無
名

氏
」
の
作
品
が
多
数
収
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
律
賦
が
不
特
定
多
数
の
科
挙
受
験
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
て
い
た
事
実
が
窺
わ
れ
、
先

の
推
測
の
傍
証
と
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
以
下
に
『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
律
賦
と
思
し
き
作
品
群
の
特
徴
を
述
べ
る
。

そ
も
そ
も
律
賦
と
は
作
品
中
に
用
い
る
韻
目
を
制
限
す
る
こ
と
を
大
き
な
形
式
的
特
徴
と
す
る
が）
18
（

、
朝
鮮
で
の
律
賦
は
こ
の
限
韻
を

用
い
て
い
な
い
場
合
が
多
く）
19
（

、
少
な
く
と
も
『
東
文
選
』
所
収
の
作
品
群
は
厳
密
な
限
韻
を
用
い
て
お
ら
ず
、
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。

ま
た
、
歴
史
故
事
に
取
材
す
る
作
品
が
極
め
て
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
以
下
に
律
賦
と
判
断
さ
れ
る
作
品
と
そ
の
出
典
を
示
す）
20
（

。

 
 

崔
滋
「
相
如
避
廉
頗
以
先
国
家
之
急
賦
」（『
史
記
』
廉
頗
伝
）
／
姜
彰
瑞
「
成
王
気
稟
胎
教
徳
与
年
豊
賦
」（
未
詳
）
／
鄭
義
「
道
閲

一
和
槐
橘
合
為
兄
弟
賦
」（『
淮
南
子
』
俶
真
訓
）
／
李
堅
「
春
雷
作
龍
蛇
不
安
於
蟄
戸
賦
」（
陳
岵
「
上
中
書
舎
人
権
書
」）
／
無
名

『
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氏
「
王
者
之
興
必
卜
筮
決
天
下
賦
」（『
史
記
』
日
者
列
伝
）
／
同
「
義
於
人
者
和
於
神
賦
」（『
管
子
』
白
心
）
／
閔
漬
「
李
勣
応
時

掃
雲
大
唐
陽
春
賦
」（
未
詳
）
／
無
名
氏
「
志
士
口
与
心
誓
守
死
無
二
賦
」（
嵇
康
「
家
誡
」）
／
無
名
氏
「
嗜
欲
皆
同
惟
賢
者
節
之

賦
」（『
貞
観
政
要
』）
／
同
「
賈
誼
請
猟
猛
敵
不
摶
畜
兎
賦
」（『
資
治
通
鑑
』
漢
記
六
）
／
同
「
漢
成
帝
勿
折
檻
以
旌
忠
臣
賦
」（『
漢

書
』
朱
雲
伝
）
／
尹
宣
佐
「
隋
高
祖
非
宴
食
不
過
一
肉
賦
」（『
資
治
通
鑑
』
隋
記
六
）
／
尹
宣
佐
「
高
祖
開
設
学
校
広
闡
道
義
維
新

宝
暦
賦
」（『
新
唐
書
』
屈
突
道
伝
）
／
同
「
太
宗
観
覧
尚
書
庶
幾
唐
虞
賦
」（
蕭
頴
子
「
為
陳
正
卿
進
読
尚
書
表
」）

彼
ら
が
用
い
た
出
典
は
未
詳
の
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
中
国
の
書
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
朝
鮮

で
の
文
章
創
作
、
少
な
く
と
も
律
賦
の
創
作
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
独
自
の
歴
史
故
事
を
採
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
中
国
文
化
圏
の
故
事

を
採
用
し
て
お
り
、
こ
こ
に
中
国
文
化
と
の
密
接
な
関
係
が
読
み
取
れ
よ
う
。

律
賦
と
は
本
来
的
に
科
挙
受
験
に
伴
う
謂
わ
ば
義
務
的
な
創
作
で
あ
り
、
こ
こ
に
殊
更
に
文
学
性
を
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
と
朝
鮮
に
お
け
る
律
賦
が
中
国
文
化
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
政
治
に
お
け
る
中
国
文
化
の
接
受
状
況
や
、
こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
自
国
の
文
化
と
し
て
吸
収
消
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
際
の
重
要
な
資
料
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
四
）
李
氏
朝
鮮
王
朝
の
称
讃
を
目
指
し
た
も
の

『
東
文
選
』
に
は
徐
居
正
も
属
し
た
李
氏
朝
鮮
王
朝
の
称
讃
を
目
的
と
し
た
作
品
も
収
録
さ
れ
る
。
申
叔
舟
「
次
倪
謙
雪
霽
登
楼
賦
」

「
八
駿
図
賦
」
の
二
篇
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
な
例
と
し
て
「
八
駿
図
賦
」（
巻
三
）
の
序
文
を
示
す
。

太
祖
康
獻
大
王
、
克
紹
先
業
、
心
存
康
濟
、
奮
不
顧
身
。
乃
於
至
正
二
十
二
年
壬
寅
春
、
削
平
紅
賊
、
是
年
秋
、
東
走
納
氏
。
洪

武
三
年
庚
戌
、
北
平
元
孽
于
東
寧
、
十
年
丁
巳
夏
、
南
捷
倭
寇
于
智
異
、
是
年
秋
、
戰
于
東
亭
。
十
三
年
庚
申
、
戰
于
引
月
、
十

八
年
戰
于
免
洞
。
二
十
一
年
戊
辰
、
舉
義
於
威
化
。
凡
二
十
七
年
之
間
、
前
後
數
十
百
戰
、
出
萬
死
犯
艱
危
、
卒
夷
寇
亂
、
拯
民

塗
炭
。
天
命
人
心
、
歸
于
眞
主
、
遂
建
大
業
、
澤
流
後
世
。
然
其
摧
陥
廓
清
之
功
、
實
於
馬
上
得
之
。
馬
之
功
、
宜
沒
世
而
亦
當

與
之
爲
不
可
忘
矣
。
其
最
駿
而
功
者
有
八
。
今
我
殿
下
、
命
圖
著
贊
、
以
久
厥
傳
。

 
 

太
祖
康
献
大
王
、
克
く
先
業
を
紹
か
に
し
、
心
は
康
済
に
存
し
、
奮
ひ
て
身
を
顧
み
ず
。
乃
ち
至
正
二
十
二
年
壬
寅
春
に
、
紅

賊
を
削
平
し
、
是
年
秋
、
東
の
か
た
納
氏
を
走
ら
す
。
洪
武
三
年
庚
戌
、
北
の
か
た
元
孽
を
東
寧
に
平
げ
、
十
年
丁
巳
夏
、
南
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の
か
た
倭
寇
を
智
異
に
捷
ち
、
是
年
秋
、
東
亭
に
戦
ふ
。
十
三
年
庚
申
、
引
月
に
戦
ひ
、
十
八
年
免
洞
に
戦
ふ
。
二
十
一
年
戊

辰
、
義
を
威
化
に
挙
ぐ
。
凡
そ
二
十
七
年
の
間
、
前
後
数
十
百
戦
、
万
死
を
出
し
艱
危
を
犯
し
、
卒
に
寇
乱
を
夷
げ
、
民
を
塗

炭
よ
り
拯
ふ
。
天
命
人
心
、
真
主
に
帰
し
、
遂
に
大
業
を
建
て
、
後
世
に
沢
流
す
。
然
し
て
其
れ
摧
陥
廓
清
の
功
、
実
に
馬
上

に
之
を
得
た
り
。
馬
の
功
、
宜
し
く
世
を
没
す
る
も
亦
た
当
与
の
為
に
し
て
忘
る
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
其
れ
最
も
駿
に
し
て

功
あ
る
者
八
有
り
。
今
我
が
殿
下
、
図
に
命
じ
て
賛
を
著
せ
ば
、
以
て
厥
の
伝
ふ
る
を
久
し
く
せ
ん
。

申
叔
舟
は
太
祖
康
献
大
王
、
す
な
わ
ち
李
氏
朝
鮮
を
建
て
た
李
成
桂
を
挙
げ
、
彼
に
よ
る
建
国
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
逐
次
列
挙
し

た
上
で
、
王
朝
を
打
ち
立
て
た
こ
と
へ
の
讃
美
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
敢
え
て
李
氏
朝
鮮
王
朝
を
称
讃
す
る
作
品
を
一
群
と
し
て
取

り
上
げ
た
理
由
は
、
こ
こ
に
編
纂
者
の
意
図
が
疑
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
作
者
の
申
叔
舟
は
、
辞
賦
類
作
品
の
作
者
と
し
て
高
麗
時
期

の
文
人
が
殆
ど
を
占
め
る
中
で
唯
一
李
氏
朝
鮮
王
朝
建
国
以
後
に
誕
生
し
た
文
人
で
あ
り
、
か
つ
『
東
文
選
』
編
纂
時
に
存
命
中
の
文

人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
選
択
か
ら
は
編
纂
者
の
作
為
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
先
に
『
東
文
選
』
が
勅
撰
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

が
、
皇
帝
の
眼
に
触
れ
る
可
能
性
を
意
識
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
編
纂
者
自
身
が
属
す
る
王
朝
を
称
讃
す
る
賦
作
品
を
採
録
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
李
氏
朝
鮮
王
朝
へ
の
称
讃
を
目
的
と
し
た
点
で
『
東
文
選
』
の
編
纂
態
度
を
窺
う
上
で
の
一
つ
の
資
料
に
な
り
得
る
。

以
上
、『
東
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
辞
賦
類
作
品
に
つ
い
て
簡
潔
に
分
類
を
行
っ
た
。
全
体
を
通
覧
す
れ
ば
、
律
賦
に
属
す
で
あ
ろ
う

作
品
群
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
に
お
け
る
賦
作
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
実
作
と
し
て
の
文
学
性
は
さ
ほ
ど
保
持
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
東
文
選
』
所
収
作
品
を
通
じ
て
李
氏
朝
鮮
時
期
の
「
辞
賦
」
に
対
す
る
理
解
や
認
識

の
実
際
を
分
析
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
今
後
こ
れ
ら
辞
賦
に
属
す
る
諸
作
品
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
中
国
文
化

の
接
受
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注

（
1
）  

例
え
ば
崔
致
遠
に
つ
い
て
は
、
濱
田
耕
策
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
崔
致
遠
の
人
と
作
品
』（
九
州
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書

２
、
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
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（
2
）  

李
岩
・
徐
健
順
『
朝
鮮
文
学
通
史
（
上
）』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
第
三
編
第
八
章
第
一
節
「
賦
与
駢
文
」
を
参
照
。

（
3
）  

こ
れ
は
例
え
ば
、
中
国
知
網
で
『
東
文
選
』
に
関
す
る
研
究
を
検
索
す
れ
ば
、
延
辺
大
学
を
中
心
と
し
て
近
年
多
く
の
博
士
論
文
が
確

認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
ハ
ン
グ
ル
に
通
じ
た
朝
鮮
族
の
人
々
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
縁
の
あ
る
研
究
者
に
限
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

（
4
）  

現
在
ま
で
に
筆
者
が
確
認
し
た
『
東
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

 

①
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
献
上
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）

 

②
慶
熙
出
版
社
本
（
慶
熙
出
版
社
、
一
九
六
七
年
。
李
氏
朝
鮮
後
期
の
木
版
本
影
印
）

 

③
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
活
字
本
（
学
東
叢
書
第
四
、
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
刊
、
一
九
七
〇
年
。
中
宗
・
明
宗
期
の
印
成
）

 
 

①
②
は
同
版
と
推
察
さ
れ
、
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
献
上
本
の
後
に
慶
熙
出
版
社
本
が
影
印
し
た
も
の
が
句
読
を
施
し
た
上
で
改
め

て
印
刷
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
点
校
本
と
し
て
朝
鮮
古
書
刊
行
会
編
『
東
文
選
』（
朝
鮮
群
書
大
系
続
々
八
～
十
四
輯
、
朝
鮮

古
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
底
本
を
明
記
せ
ず
、
ま
た
誤
字
脱
字
が
多
く
認
め
ら
れ
る
点
に
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
中
国
で
用
い
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
陳
彝
秋
「
徐
居
正
与
『
東
文
選
』」（『
古
典
文
学
知
識
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
）
に
、
李
氏
朝

鮮
時
期
刻
本
の
影
印
が
太
学
社
よ
り
一
九
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
民
族
文
化
刊
行
会
よ
り
標
点
排
印
本
が
一
九
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
太
学
社
本
は
、
陳
氏
の
論
文
に
掲
載
す
る
書
影
を
確
認
す
る
限
り
、
学
東
叢
書
本
と
同
じ
活
字
本
で
あ
る
か
と
推
察
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
、『
東
文
選
』
の
完
成
と
比
較
的
時
間
差
の
少
な
い
と
推
測
さ
れ
る
③
を
底
本
と
し
た
上
で
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
つ
つ
考

察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）  

『
東
文
選
』
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
崔
致
遠
の
文
章
を
例
と
し
て
濱
田
耕
策
「『
東
文
選
』
と
崔
致
遠
の
遺
文
」（『
史
淵
』
第
一

五
二
輯
、
二
〇
一
五
年
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
6
）  

鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』（
冨
山
房
、
一
九
三
六
年
）
第
四
篇
「
駢
賦
時
代
」
を
参
照
。

（
7
）  

馬
積
高
『
賦
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
第
八
章
六
「
唐
代
的
律
賦
」、
鈴
木
前
掲
注
（
6
）
書
第
五
篇
「
律
賦
時
代
」

を
参
照
。

（
8
）  

朝
鮮
文
人
の
別
集
に
つ
い
て
は
民
族
文
化
推
進
委
員
会
編
『
韓
国
文
集
叢
刊
』（
景
仁
文
化
社
刊
）
に
収
め
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と

し
、
各
引
用
箇
所
で
特
別
に
注
記
し
な
い
。
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（
9
）  

李
穡
の
評
価
と
辞
賦
理
解
に
つ
い
て
は
、
白
承
錫
「
高
麗
大
儒
李
穡
及
其
辞
賦
学
之
成
就
」（『
古
典
文
学
知
識
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
）

を
参
照
。

（
10
）  
李
仁
老
の
陶
淵
明
理
解
に
つ
い
て
は
、
朴
美
子
『
韓
国
高
麗
時
代
に
お
け
る
「
陶
淵
明
」
観
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
三
章
第
一

節
一
「
李
仁
老
」
を
参
照
。

（
11
）  

李
岩
・
徐
健
順
前
掲
注
（
2
）
書
第
三
編
第
八
章
第
一
節
「
賦
与
駢
文
」
を
参
照
。

（
12
）  

左
思
「
三
都
賦
」
と
崔
滋
「
三
都
賦
」
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
左
思
賦
の
朝
鮮
に
お
け
る
受
容
と
も
関
わ
る
た
め
、
今
後
更
に
考
察
を

深
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
13
）  

朝
鮮
に
お
け
る
都
邑
賦
の
創
作
に
つ
い
て
は
、
権
赫
子
「
京
都
賦
在
海
東
的
接
受
与
創
作
」（『
第
十
二
届
国
際
辞
賦
学
学
術
検
討
会
論

文
集
』
下
冊
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
14
）  

但
し
、
崔
滋
賦
は
中
途
に
欠
落
が
あ
る
た
め
、
西
都
弁
生
と
北
京
談
叟
の
ど
ち
ら
に
よ
る
も
の
か
定
か
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
に
も
含
め
て
い
な
い
。

（
15
）  

『
東
文
選
』
に
は
採
ら
れ
な
い
が
、
申
叔
舟
「
日
本
国
栖
芳
寺
遇
真
記
并
賦
」（『
保
閑
斎
集
』
巻
一
）
は
申
叔
舟
が
実
際
に
日
本
を
訪
問

し
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
賦
作
品
を
通
じ
て
の
朝
鮮
文
人
に
よ
る
日
本
理
解
を
探
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
16
）  

『
文
選
』
の
朝
鮮
へ
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
鄭
玉
順
「『
文
選
』
流
伝
韓
国
考
」（『
古
籍
研
究
』
一
九
九
八
年
第
二
期
）、
季
南
「『
文
選
』

在
古
代
朝
鮮
半
島
的
伝
播
及
其
価
値
」（『
中
南
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
第
十
八
巻
第
五
期
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
17
）  

ま
た
こ
れ
が
中
国
の
理
解
を
正
確
に
受
容
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
晩
唐
の
皮
日
休
「
桃
花
賦
」（『
皮
子
文
藪
』
巻
一
）
に
宋
璟
「
梅

花
賦
」
に
つ
い
て
「
後
蘇
相
公
味
道
得
而
稱
之
、
廣
平
之
名
遂
振
（
後
に
蘇
相
公
味
道
得
て
之
を
称
し
、
広
平
︹
宋
璟
︙
筆
者
注
︺
の
名

遂
に
振
る
ふ
）」
と
、
同
様
の
評
価
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

（
18
）  

馬
前
掲
注
（
7
）
書
第
八
章
六
「
唐
代
的
律
賦
」、
鈴
木
前
掲
注
（
6
）
書
第
五
篇
「
律
賦
時
代
」
を
参
照
。

（
19
）  

権
赫
子
「
朝
鮮
時
代
科
試
律
賦
考
述
」（『
東
疆
学
刊
』
二
〇
一
〇
年
三
期
）、
詹
杭
倫
「
韓
国
（
高
麗
・
李
朝
）
科
挙
考
試
律
賦
挙
隅
」

（『
西
南
民
族
大
学
学
報
（
人
民
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
二
年
第
一
期
）
を
参
照
。

（
20
）  

本
稿
で
の
律
賦
と
し
て
の
判
断
基
準
は
、
主
題
を
歴
史
故
事
に
設
定
し
、
作
品
全
体
が
凡
そ
四
百
字
前
後
で
あ
る
点
に
求
め
た
。
律
賦

の
総
文
字
数
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
前
掲
注
（
6
）
書
を
参
照
。
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